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議
員
改
選
後
の
初
議
会
が
、
３
月
１
日
に
招
集
さ
れ
た
。

　

ま
ず
、
臨
時
議
長
に
よ
り
議
長
の
選
挙
を
実
施
、
次
に
新
議
長
に
よ
る
議
席
の
決
定
、
副
議
長
の

選
挙
を
行
っ
た
あ
と
、
各
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
、
一
部
事
務
組
合
等
議
員
、
議
会
広
報

編
集
特
別
委
員
会
の
各
委
員
及
び
議
会
選
出
の
監
査
委
員
を
選
任
し
、
新
し
い
12
人
の
議
員
に
よ
る

議
会
構
成
の
も
と
に
、
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

町
民
の
皆
様
方
に
は
、
町
議
会
に
対
し
ま
し
て
͝

ཧ
ղ
と
͝
ڠ
力
を
ࣀ
り
ް
く
ޚ
ྱ
ਃ
し
্
げ
ま
す
。

　

ࢲ
は
甲
佐
町
議
会
の
改
選
に

い
、
３
月
̍
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
ྟ
࣌
会
に
お
い
て
、
議
長
に
選

さ

れ
、

に
༨
る
ޫ
ӫ
と
存
じ
ま
す
。
ಉ
࣌
に
、
議
ܾ

ػ
ؔ
で
あ
る
議
会
の
長
の


は
、
ۃ
め
て
重
େ
で

あ
り
、

の
Ҿ
き
క
ま
る
思
い
で
͝
͟
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
町
を
取
り
ר
く

ڥ
は
毎
年
ม
化
し
て

お
り
ま
す
。
ݫ
し
い
ࡒ
政
ঢ়
گ
の
中
に
あ
っ
て
、
熊

本
地
震
か
ら
の
復
興
ܭ
ը
の
ண
実
な
実
ࢪ
と
と
も
に
、

人
口
̍
ສ
人
ׂ
れ
が

લ
の
現
ঢ়
を
ة
ػ
的
ঢ়
گ
と

ଊ
え
、
定
ॅ
ଅ
ਐ
や
ا
ۀ
༠
க
と
と
も
に
ج
װ
࢈
ۀ

の

ۀ
へ
の
ࢧ
ԉ
、
さ
ら
に
は
少
子
高
齢
化
ࣾ
会
に

対
Ԡ
し
た
、
ҩ
ྍ
・

ࢱ
・
ڭ
ҭ
の
ॆ
実
、
地
方
創

蔵田　勇治氏

生
へ
の
取
り
組
み
等
、
重
要
な
政
ࡦ
՝

が
ࢁ
ੵ
し

て
お
り
ま
す
。

　

ࢲ
た
ち
議
会
は
、
町
民
の
皆
様
か
ら
選

れ
た
と

い
う
こ
と
を
؊
に

じ
、
多
様
化
す
る
ॅ
民
χ
ー
ζ

の
ม
化
を
的
֬
に

Ѳ
し
、
町
ࣥ
行
෦
と
も
࿈
ܞ
し

て
参
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
よ
り

近
で
、
開
か
れ
た

議
会
を

ࢦ
し
て
、
会

と
議

を
重
Ͷ
、
皆
様
の

期
待
に
お
Ԡ
え
し
た
い
と
、
ݻ
い
ܾ
ҙ
で
町
政
発
展

の
た
め
に
、

৺

ҙ
努
め
て
ま
い
る
ॴ
存
で
͝
͟

い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
様
の
͝
ཧ
ղ
と
͝
ڠ
力
を
ࣀ
り
ま

す
よ
う
お
ئ
い
ਃ
し
্
げ
ま
し
て
、
ब

の
ѫ
ࡰ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

෭議長ʹ��

ాݠ�ೋࢯ�Λબ任

ब

͋
͍
͞
ͭ

�

議
長
　
　
宮
　
川
　
安
　
明

議長ʹٶ��҆໌ࢯ�
議会࣌ྟ
ʢॳ議会ʣ

ฏ���݄�
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ҕһ長　࣏ຊ　मٶ

ຊా　　৽　ҕһ長

甲൹　࢜ߴ　ҕһ長

副
委
員
長　

本
田　
　

新

委　

員　
　

宮
　

安
明

委　

員　
　

佐
野　

安
春

委　

員　
　

甲
斐　

高
士

委　

員　
　

甲
斐　

良
二

৽
ମ
੍
に
Α
Δ
ٞ
ձ
ߏ


総

務

文

教

常
任
委
員
会

副
委
員
長　

鳴
瀬　

美
善

委　

員　
　

Ҫ
۔
し
ま
子

委　

員　
　


田　

ݠ
二

委　

員　
　

森
田　

精
子

委　

員　
　

田
中　

孝
義

産

業

厚

生

常
任
委
員
会

副
委
員
長　

ߥ
田　
　

ത

委　

員　
　

宮
本　

修
治

委　

員　
　

鳴
瀬　

美
善

議
会
運
営
委
員
会

副
委
員
長　

宮
本　

修
治

委　

員　
　

佐
野　

安
春

委　

員　
　

森
田　

精
子

委　

員　
　

鳴
瀬　

美
善

委　

員　
　

田
中　

孝
義

委　

員　
　

甲
斐　

良
二

議
会
広
報
編
集

特
別
委
員
会

ത　ҕһ長　　ాߥ

監

査

委

員

（
議
会
選
出
）

　
　
　
　
　

森
田　

精
子

御
船
地
区
衛
生
施
設
組

合
議
会
議
員

�

（
し
尿
処
理
）

�

本
　
田
　
　
　
新

�

宮
　
本
　
修
　
治

御
船
町
甲
佐
町
衛
生
施

設
組
合
議
会
議
員

�

（
ご
み
処
理
）

�

福
　
田
　
謙
　
二

�

甲
　
斐
　
良
　
二

上
益
城
消
防
組
合
議
会

議
員

�

荒
　
田
　
　
　
博

�

田
　
中
　
孝
　
義

上
益
城
広
域
連
合
議
会

議
員

�

宮
　
川
　
安
　
明

�

福
　
田
　
謙
　
二

後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
会
議
員

�

宮
　
川
　
安
　
明

৽ͨͳ議会議һ
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ฏ��݄̏ఆྫ会ͷ৹議݁Ռ
区分 議　　案　　名 概　　　要 審議結果

同意第２号
甲佐町固定資産評価審査委員会委員の
選任に付き同意を求めることについて

固定資産評価審査委員会委員へ溜渕清裕
氏を選任することについて、議会の同意
が必要なもの

同　意

同意第３号
農業委員会委員の任命に付き同意を求
めることについて

任期満了に伴い、14名の新たな委員を任
命するために議会の同意が必要なもの

同　意

議案第４号
甲佐町森林環境譲与税基金条例の制定
について

平成31年度から森林環境譲与税制度が始
まり、基金設置が必要となったもの

可　決
（反対2）

議案第５号
甲佐町介護予防拠点施設の設置及び管
理に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

熊本地震で被災し解体された、乙女福祉
ふれあいセンターに関する項目の削除に
関する条例改正

可　決

議案第６号
甲佐町高齢者福祉センターの設置及び
管理に関する条例の制定について

乙女高齢者福祉センター「まつやま」の
建設（新設）に伴い、条例の制定が必要
となったもの

可　決

議案第７号
甲佐町子育て支援住宅管理条例の制定
について

子育て支援住宅「ヴェルデ甲佐」の建設
（新設）に伴い、条例の制定が必要となっ
たもの

可　決
（反対4）

議案第８号
甲佐町特別職の職員で非常勤のものの
報酬及び費用弁償に関する条例の一部
を改正する条例の制定について

消防団員の年額報酬の改定を行うために
条例の一部改正が必要となったもの 可　決

議案第９号
甲佐町放課後児童健全育成事業の設備
及び運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例の制定について

省令の一部改正において、支援員の資格
要件の改正があっており条例の改正が必
要となったもの

可　決

議案第10号
甲佐町重度心身障害者医療費助成に関
する条例の一部を改正する条例の制定
について

児童福祉法の改正に伴い、根拠条文の条
番号等について条例の改正が必要となっ
たもの

可　決

議案第11号
甲佐町上水道給水条例の一部を改正す
る条例の制定について

上水道区域の拡張、手数料の見直し、技
術士法の改正に伴い、敷設工事監督者の
資格要件の改正が必要となったもの

可　決

議案第12号
工事請負契約の締結について 熊本地震で被災し解体された、甲佐町グ

リーンセンターの再建に関する契約締結
可　決

3
月
定
例
会

　

３
月
定
例
会
は
、
３
月
12
日
に

開
会
し
、
15
日
ま
で
の
４
日
間
の

会
期
で
開
催
し
た
。

　

上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
人
事
案

件
２
件
、
条
例
案
件
８
件
、
工
事

請
負
契
約
案
件
４
件
、
平
成
30
年

度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
補

正
予
算
、
平
成
31
年
度
一
般
会
計

及
び
各
特
別
会
計
予
算
、
そ
の
他

の
案
件
で
審
議
の
結
果
、
す
べ
て

原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

　

13
日
の
一
般
質
問
に
は
、
７
人

の
議
員
が
登
壇
し
、
緑
川
を
活
か

し
た
観
光
振
興
、
内
水
氾
濫
対
策
、

（
仮
称
）
乙
女
橋
御
船
線
、
芝
原

団
地
の
液
状
化
・
産
業
廃
棄
物
問

題
、
国
保
税
の
負
担
軽
減
、
交
通

弱
者
対
策
、
町
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

の
評
価
等
に
つ
い
て
活
発
な
議
論

を
展
開
し
た
。
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現
甲
佐
町
ݻ
定

ࢿ
࢈
ධ
Ձ
৹
ࠪ
委

員
会
委
員
の
田
্

٠

ࢯ
（
୩

）

が
平
成
31
年
３
月

23
日
で

期
ຬ
了

と
な
る
こ
と
か
ら
、
ཷ
ᔹ
清
༟
ࢯ
（

ࢤ

田
）
を
選

す
る
こ
と
に
全
会
一
க
で
ಉ

ҙ
し
た
。

̐ϖʔδͷ͖ͭͮ

区分 議　　案 概　　　要 審議結果

議案第13号
工事請負契約の変更について 安平川の災害復旧工事の変更契約（減額）

に関する契約締結
可　決

議案第14号
工事請負契約の変更について 町道西寒野小川島線の災害復旧工事の変

更契約（増額）に関する契約締結
可　決

議案第15号
工事請負契約の変更について 府領地区がけ崩れ対策工事の変更契約

（増額）に関する契約締結
可　決

議案第16号
業務委託に関する協定の変更について 熊本県と締結している、甲佐地区災害公

営住宅整備に関する協定について、変更
（減額）する協定締結

可　決

議案第17号
平成30年度甲佐町一般会計補正予算
（第5号）

補正額を６ページに掲載
可　決

議案第18号
平成30年度甲佐町国民健康保険特別会
計補正予算（第3号）

補正額を６ページに掲載
可　決

議案第19号
平成30年度甲佐町介護保険特別会計補
正予算（第4号）

補正額を６ページに掲載
可　決

議案第20号
平成30年度甲佐町後期高齢者医療特別
会計補正予算（第2号）

補正額を６ページに掲載
可　決

議案第21号
平成31年度甲佐町一般会計予算 予算額を６ページに記載 可　決

（反対2）

議案第22号
平成31年度甲佐町国民健康保険特別会
計予算

予算額を６ページに記載 可　決
（反対2）

議案第23号
平成31年度甲佐町介護保険特別会計予
算

予算額を６ページに記載 可　決
（反対2）

議案第24号
平成31年度甲佐町後期高齢者医療特別
会計予算

予算額を６ページに記載 可　決
（反対2）

議案第25号
平成31年度甲佐町水道事業特別会計予
算

予算額を６ページに記載 可　決
（反対2）

※審議結果の “可決 ” は全会一致または賛成多数によるものです。

甲
佐
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
へ

溜
渕
　
清
裕
氏

　

高
齢
ऀ
の
݈
߁
૿
ਐ
、
ڭ
ཆ
の

্
ٴ

ͼ
災
害
࣌
に
お
け
る
ආ

ॴ
と
し
て
も
活

用
で
き
る
ࢪ
ઃ
と
し
て
、
Ե
ঁ
高
齢
ऀ


ࢱ
η
ン
タ
ー
「
ま
つ
や
ま
」
が
Ե
ঁ
খ
ֶ

ߍ
の
ෑ
地

に
完
成
し
、
̐
月
17
日
に
མ

成
ࣜ
が
行
わ
れ
た
。

乙
女
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　「
ま
つ
や
ま
」
が
完
成



ொٞձͩΑΓࠤߕݝຊ۽

6

ฏ3�年ɹॳ予ࢉΛՄܾ

��3ԯ�3��ສԁ

ฏ3�年ɹิਖ਼予ࢉΛՄܾ
�ԯ�3��ສԁֹݮ

会　計　名 予　算　額
増減率
（前年比）

一　　般　　会　　計 77億8543万円 92.3%

特別会計

国 民 健 康 保 険 事 業 15億4785万円 98.8%

介 護 保 険 事 業 15億1514万円 99.7%

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 1億5065万円 101.0%

水道事業（公営企業会計） 3億9411万円 124.3%

合　　　　　計 113億9318万円 95.0%

（金額は1万円未満を四捨五入しています）

会　計　名 補　正　額 補正後の総額

一　　般　　会　　計 △1億7779万円 84億3455万円

特別会計

国 民 健 康 保 険 事 業 △  　4959万円 18億8410万円

介 護 保 険 事 業 △  　2998万円 15億8744万円

後期高齢者医療事業 △   　 621万円 1億4454万円

水道事業（公営企業会計） ― 3億2576万円

合　　　　　計 △2億6357万円 123億7639万円

（金額は1万円未満を四捨五入しています）
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そこが
知りたい知りたいQ&A

ߕ
ࠤ
ߴ
ߍ
ࢧ
ԉ
ࣄ
ۀ

Q

甲
佐
高
ߍ
ࢧ
ԉ
事
ۀ
の

ޮ
Ռ
は
。

A

甲
佐
高
ߍ
へ
の
ࢧ
ԉ
に

つ
い
て
は
、
ࡢ
年
か
ら

ެ
Ӧ
क़
を
立
ち
্
げ
て
ֶ
力

面
で
の
ࢧ
ԉ
を
行
っ
て
い
る
。

　

ޮ
Ռ
と
し
て
は
、
ड
ߨ
生

の
中
か
ら
本
町


৬
員
と

し
て
̐
月
か
ら
࠾
用
予
定
ऀ

も
い
る
。
ま
た
、
େ
ֶ
を


ࢦ
さ
れ
た
生
ె
も
お
り
、
ֶ

力

্
が
ਤ
ら
れ
て
き
て
い

る
と

அ
す
る
。

　

今
後
は
、
ެ
Ӧ
क़
の
ޮ
Ռ

を
広
く
̥
̧
し
て
い
く
と
と

も
に
、

༰
の
ॆ
実
を
ਤ
り

ߋ
に
成
Ռ
を
্
げ
て
い
き
た

い
。町

Ӧ
ό
ε
ӡ
ߦ
ࣄ
ۀ

Q

町
Ӧ
ό
ス
の
ར
用
ऀ
減

少
に

い
、
ό
ス
の
খ

ܕ
化
を
ਤ
っ
て
は
ど
う
か
。

A

平
成
31
年

に
お
い
て

ެ
ڞ
交
通
の
ج
ૅ
調
ࠪ

を
実
ࢪ
予
定
で
あ
る
。
そ
の

調
ࠪ
結
Ռ
を
ج
に
、
将
来
的

な
町
の
ެ
ڞ
交
通
ܭ
ը
を

作
っ
て
い
き
た
い
。

ߕ
ࠤ
町
ά
Ϧ
ồ
ϯ
η

ϯ
λ
ồ
෮
چ

ࣄ

Q

ά
Ϧ
ー
ン
η
ン
タ
ー
復

旧
工
事
後
の
ར
活
用
ࡦ

に
つ
い
て
。

A

ά
Ϧ
ー
ン
η
ン
タ
ー
は

थ
ܳ
の
࢈
地
の
ҭ
成
、

࢈
ۀ
の
ৼ
興
の
ڌ
点
ࢪ
ઃ
で

あ
る
。

　

毎
ि
日
༵
日
に
ڝ
り
市
等

も
行
わ
れ
て
お
り
、
完
成
後

は
交
流
人
口
の
૿
加
等
も
େ

い
に
期
待
で
き
る
。

　

ま
た
、
熊
本
地
震
を
ڭ
܇

に
、
େ
ن

災
害
等
発
生
࣌

の
ආ

ॴ
と
し
て
も
活
用
で

き
る
よ
う
ઃ
ܭ
を
行
っ
て
い

る
。

　

ࢪ
ઃ
完
成
後
は
ࢦ
定

ཧ

ऀ
等
の
ࢦ
定
も
含
め
た
্
で

ݕ
౼
を
行
い
、
࢈
ۀ
の
ৼ
興

を
ਤ
っ
て
い
き
た
い
と
ߟ
え

て
い
る
。

༗

ௗ
्
ඃ

ର
ࡦ

ࣄ
ۀ

Q

༗
害
ௗ
्
を
ۦ
আ
さ
れ

る
ྌ
༑
会
の
高
齢
化
、

୲
い
ख
ෆ

が
ݒ
೦
さ
れ
る

が
、
町
の
ߟ
え
は
。

A

現
在
、
༗
害
ௗ
्
ۦ
আ

ୂ
の
中
に
わ
な
൝
の
編

成
を
行
い
、
ྌ
ॐ
だ
け
で
は

な
く
、
わ
な
で
の
ั
֫
も
実

ࢪ
し
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
中
ԣ
田

地
۠
に
つ
い
て
は
地
Ҭ

で

わ
な
の
໔
ڐ
を
取
ಘ
さ
れ
、

地
Ҭ
ॅ
民
ࣗ
ら
が
ࣗ
分
た
ち

の
近
ྡ
の

地
、

作

を

क
る
と
い
う
よ
う
な
活
動
を

実
ࢪ
さ
れ
て
い
る
。

　

ྌ
༑
会
に
よ
る
ۦ
আ
も
実

ࢪ
し
て
い
く
が
、
֤
地
Ҭ
で

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
今

後
ਪ
ਐ
し
て
い
き
た
い
。

چ

ଜ
民
ଏ
ࢿ
ྉ
ؗ

վ
म
ࣄ
ۀ

Q

改
修
後
の
ར
活
用
ܭ
ը

ٴ
ͼ
改
修
ঢ়
گ
に
つ
い
て
。

A

旧

ଜ
民
ଏ
ࢿ
ྉ
ؗ
の

ར
活
用
ܭ
ը
と
し
て
は
、

॓
ധ
ࢪ
ઃ
と
Χ
フ
ェ
を
ܭ
ը

し
て
お
り
、
平
成
31
年



の
完
成
を

ඪ
に
事
ۀ
を
ਪ

ਐ
し
て
い
る
。

　

改
修
ঢ়
گ
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年

に
お
い
て
、


ࠜ
෦
分
と


෦
分
の
改
修

を
実
ࢪ
し
て
い
る
。

ࠜ
改

修
に
つ
い
て
は
工
事
発

し

た
が
、


に
つ
い
て
は

ワ
ー
Ϋ
γ
ἀ
ỽ
ϓ
ܗ
ࣜ
に
よ

る
改
修
を
行
っ
た
。
ワ
ー
Ϋ

γ
ἀ
ỽ
ϓ
に
は
町

֎
よ
り

̍
２
̐
名
、
う
ち
町

32
名
、

町
֎
92
名
の
方
々
が
参
加
さ

れ
た
。
県
֎
参
加
ऀ
も
19
名

お
ら
れ
、
交
流
人
口
、
ؔ


人
口
の
૿
加
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。

３月定例会
質疑から

公営塾「あゆみ学舎」での授業の様子
（甲佐高校　部室棟・ミーティングルーム）

旧西村民俗資料館のワーク
ショップで汗を流す参加者
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問　
熊
本
県
Ҡ
ॅ
定
ॅ
ポ
ー

タ
ϧ
サ
イ
ト
の
甲
佐
町
の


հ
จ
で
は
、「
Ֆ
と

と
҂

の
町
」
を
Ω
Ỿ
ỽ
ν
フ
Ϩ
ー

ζ
に
清
流


の
ܙ
み
と
と

も
に

ら
す
と
あ
る
。

　



を
活
か
し
た
ৼ
興
ࡦ

に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
の
か
。

北
畑
地
域
振
興
課
長

　

平
成
27
年

か
ら
安

橋

Լ
流
で


ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
タ
を
実
ࢪ
。

　

今
年
68
回
を
迎
え
る
あ
ゆ

ま
つ
り
や
、
҂
ྉ
ཧ
を
楽
し

め
る
や
な

の
؍
ޫ
̥
̧
に

も
努
め
て
い
る
。

　

ま
た
҂
の
町
と
い
う
こ
と

で
ஓ
Ξ
Ϣ
の
์
流
や
、
現
在

Տ

ෑ
を
活
用
し
た
事
ۀ
と

し
て
、
ࠃ

交
通
ল
と
࿈
ܞ

し
安

橋
૯
߹
ӡ
動
ެ
Ԃ

（
Ծ
শ
）
の

උ
を
行
い
地

Ҭ
ؒ
交
流
の
ڌ
点
と
し
て
地

Ҭ
ৼ
興
を
ਤ
っ
て
い
る
。

問　


の
ਫ
࣭
ঢ়
گ
と
、

μ
Ϝ
์
流
後
に
お
け
る
ড়
化

（

り
）
の
長
期
化
に
つ
い

て
町
の
ߟ
え
は
。

奥
名
町
長

　

ਫ
࣭

্
対
ࡦ
等
に
つ
い

て
は
、
以
લ
۠
長
会
か
ら
も

要
望
が
あ
り
、



ཧ
事


ॴ
に
ग़

き
当
࣌
の
ਫ
࣭

の
ঢ়
گ
等
に
つ
い
て
આ
明
を

ड
け
た
経
Ң
が
あ
る
。
ਫ
࣭

্


は
な
く
、
以
લ
よ
り

ٯ
に
ਫ
࣭
的
に
は

্
し
て

い
る
よ
う
な

を

っ
て
い

る
。

　

と
こ
Ζ
が
ࡢ
年
の
ঢ়
گ
を

見
る
と
非
ৗ
に
Ԛ

の
、
特

に
Ӎ
が
降
っ
た
後
の
Ԛ

が

ղ
ফ
す
る
ま
で
の
期
ؒ
が
長

期
化
し
て
い
る
現
実
が
あ
る
。

　

こ
の


に
つ
い
て
は
、

ࠃ
、
県
、
流
Ҭ
市
町
ଜ
、



ړ
ڠ
な
ど
ؔ

ػ
ؔ
と
࿈

ܞ
を
ਤ
り
な
が
ら
清
流



の
再
生
に

け
ؤ
ு
っ
て
行

く
ࡂ。


͔
Β
の
෮
چ
ɾ

෮
ڵ

問　
熊
本
地
震
ฒ
ͼ
に
߽
Ӎ

災
害
か
ら
３
年
を
迎
え
よ
う

と
す
る
中
、
ະ
だ
多
く
の
方

が
Ծ
ઃ
ॅ

に
ೖ
ډ
さ
れ
て

お
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

現
ঢ়
と
こ
れ
か
ら
の
ࢧ
ԉ
ࡦ

に
つ
い
て
の
ߟ
え
は
。

志
戸
岡
建
設
課
長

　

Ծ
ઃ
ॅ

に
つ
い
て
、
２

月

࣌
点
で
ೖ
ډ
ੈ
ଳ

が

84
ੈ
ଳ
、
ೖ
ډ
ऀ

̍
８
̒

人
で
Ծ
ઃ
ॅ

ೖ
ډ
ऀ
の
転

ډ
予
定
先
は
、
ࣗ

再
ݐ
47

݅
、
災
害
ެ
Ӧ
ॅ

34
݅
、

町
Ӧ
ॅ

3
݅
が
ೖ
ډ
予
定

と
な
っ
て
い
る
。

北
野
福
祉
課
長

　

み
な
し
Ծ
ઃ
ॅ

に
つ
い

て
、
２
月

࣌
点
で
ೖ
ډ
ੈ

ଳ

23
ੈ
ଳ
、
ೖ
ډ
ऀ

が

59
人
で
み
な
し
Ծ
ઃ
ॅ

ೖ

ډ
ऀ
の
転
ډ
予
定
先
は
、
ࣗ


再
ݐ
12
݅
、
民
ؒ

ି
ॅ


3
݅
、
災
害
ެ
Ӧ
ॅ

8

݅
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ծ
ઃ
ॅ

ೖ
ډ
ऀ
ฒ
ͼ
に

ط
に
転
ډ
さ
れ
て
い
る
方
、

こ
れ
か
ら
転
ډ
さ
れ
る
方
へ

の
ࢧ
ԉ
ࡦ
に
つ
い
て
は
、
現

在
取
り
組
ん
で
い
る
事
ۀ
を

ܧ
ଓ
し
実
ࢪ
す
る
。

　

ま
た
、
今
後
に
お
い
て
は
、

災
害
ެ
Ӧ
ॅ

等
へ
転
ډ
さ

れ
た
方
な
ど
に
対
し
て
は
、

ط
存
の
֤
छ
ࢧ
ԉ
ۚ
に
加
え
、

来
年

か
ら
甲
佐
町
災
害
ެ

Ӧ
ॅ

等
ί
ϛ
ỿ
χ
ς
ỹ
ܗ

成
ࢧ
ԉ
事
ۀ
を
実
ࢪ
し
地
Ҭ


ࢱ
の
ਪ
ਐ
に
つ
な
げ
る
。

৬
һ
の
݈
߁

ཧ
ͱ

ਓ
ࡐ
ҭ


問　
現
在
、


に
お
い
て

は
、
ٳ
৬
ऀ
や
早
期
ୀ
৬
ऀ

が
多
い
と
ฉ
く
が
݈
߁

ཧ

へ
の
取
組
み
と
人
ࡐ
ҭ
成
に

つ
い
て

う
。

師
富
副
町
長

　

今
年

早
期
ୀ
৬
、
ま
た

৺
の
ප
や
ෆ
調
を
ૌ
え
る
৬

員
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
৺


を
か
け
ਃ
し
༁
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

　

熊
本
地
震
か
ら
の
ۀ

ྔ

の
૿
େ
も
要
Ҽ
の
一
つ
と


定
さ
れ
る
の
で
、
ۀ

ྔ
、

ॴ
ঠ
事

の
見

し
も
含
め

ݕ
౼
す
る
。

　

そ
の
΄
か
、

ཧ
৬
と
෦

Լ
৬
員
と
の
日
頃
か
ら
の
ί

ϛ
ỿ
χ
έ
ー
γ
ἀ
ン
の
あ
り

方
が
େ
事
と
ߟ
え
て
お
り
、

৬
員
の
ࢿ
࣭

্
の
؍
点
か

ら
も
ޮ
Ռ
的
な
ݚ
修
や
、
৬



ڥ
や
ॲ
۰
面
で
改
善
す


き
点
な
ど
ݕ
౼
を
重
Ͷ
る
。

໐　ඒળ　議һ

Λ͔ͨ͠׆ৼࡦڵͱΓのظԽ
ʹ͍ͭͯ
ɹொɹؔؔػͱ࿈ܞΛਤΓਗ਼ྲྀ࠶ੜʹؤுΔ

Ұൠ࣭͕͜͜ฉ͖͍ͨ

今年の緑川スポーツフェスタ

釣り人で賑わいを見せていた頃の緑川

� 一般質問の動画をインターネットで配信しています。スマホの方はこちらから　 議会中継　甲佐町 検索 　https://www.town.kosa.kumamoto.jp　　　
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問　
市
֗
地
の

ਫ
൙
ཞ
に

つ
い
て
、
େ
Ҫ
ख

、
南
୩


、
౬
田

の
平
成
29
年
７

̌
̌
ສ
ԁ
の
予
ࢉ
が

い
た

調
ࠪ
が
さ
れ
て
い
る
と
思
う

が
そ
の
調
ࠪ
結
Ռ
は
。

志
戸
岡
建
設
課
長

　

平
成
23
年
と
29
年
に

ਫ

調
ࠪ
を
行
っ
て
い
る
。
結
Ռ

に
つ
い
て
は
、
通
ৗ
行
う
Տ



උ
を
含
め
Տ
道
۷

、

༡
ਫ

、
์
ਫ
路
の

උ
、

ま
た
ഉ
ਫ
ポ
ン
ϓ
の
ઃ
ஔ
、

ω
ỽ
Ϋ
Օ
ॴ
の
ղ
ফ
な
ど
を

ݕ
౼
し
て
い
る
。

　

۩
体
ࡦ
と
し
て
େ
Ҫ
ख


に
つ
い
て
は
、

চ
۷

、

橋
ྊ
の
橋
ܻ
か
さ
্
げ
対
ࡦ

が
ޮ
Ռ
的
と
ߟ
え
る
。
౬
田


に
つ
い
て
は
、
ࠃ
道
̐
̐

３
߸
線
の
า
道
改
良
に

い

ࠃ
道
を
ԣ
அ
し
て
い
る
Ϙ
ỽ

Ϋ
ス
の
改
修
と
Լ
流
෦
の
֦

෯
を
ܭ
ը
し
て
い
る
。
南
୩


に
つ
い
て
は
、
େ
Ҫ
ख


に
流
れ
込
Ή
ਫ
ྔ
を
減
少
さ

せ
る
た
め
์
ਫ
路

උ
が
ޮ

Ռ
的
対
ࡦ
と
ߟ
え
る
。

問　
近
ྡ
の
ॅ
民
よ
り
Ӎ
の

た
ͼ
に
৺

の

が
あ
る
が
、

対
ࡦ
は
い
つ
か
ら
さ
れ
る
の

か
。

志
戸
岡
建
設
課
長

　

࣌
期
に
つ
い
て
は
、
ܾ

ま
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
す

͙
で
き
る
対
ࡦ
と
し
て
Տ


ਫ
路
の
ҡ
࣋

ཧ
の
中
で
ଯ

ੵ

࠭
の
ఫ
ڈ
を
ߟ
え
て
い

る
。

問　
େ
Ҫ
ख

等
の
ଯ
ੵ


࠭
の
ఫ
ڈ
に
つ
い
て
は
、
࣌

期
を
待
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
。

ക
Ӎ
࣌
期
の
લ
に
や
っ
て


き
た
い
と
ߟ
え
る
が
い
か
が

か
。

志
戸
岡
建
設
課
長

　

ക
Ӎ
࣌
લ
に
で
き
る
こ
と

は
や
っ
て
い
き
た
い
と
ߟ
え

て
い
る
。

問　
ക
Ӎ
લ
に
ଯ
ੵ

࠭
の

ఫ
ڈ
を
や
っ
て

く
と
思
っ

て
よ
い
か
。

志
戸
岡
建
設
課
長

　

町
が

ཧ
す
る
Տ

に
つ

い
て
ଯ
ੵ

࠭
が
ͻ
ど
い
と

こ
Ζ
は
ക
Ӎ
લ
に
ఫ
ڈ
す
る

よ
う
に
ߟ
え
て
い
る
。

問　
最
ऴ
的
に
ਫ
害
の
な
い

甲
佐
町
を

ࢦ
し
て
い
た
だ

き
た
い
が
町
長
の
ߟ
え
は
。

奥
名
町
長

　

町
の

ਫ
対
ࡦ
に
つ
い
て

は
、


点
の
ચ
い
ग़
し
か

ら
۩
体
的
な
対
ࡦ
Ҋ
も
ࣔ
さ

れ
て
い
る
。
Ҿ
き
ଓ
き
要
望

等
、
活
動
に
つ
い
て
も
行
っ

て
い
く
֮
ޛ
で
い
る
。

　

平
成
30
年

の
ࠃ
の
ୈ
２

࣍
ิ
ਖ਼
予
ࢉ
で

災
・
減
災
、

ࠃ

ڧ
ਟ
化
の
た
め
の
３
Χ

年
ۓ
ٸ
対
ࡦ
が
ࣔ
さ
れ
て
い

る
。
本
町
に
お
い
て
も
ϋ
ー

υ
面
で
の

උ
と
߹
わ
せ
た

と
こ
Ζ
で
の
ι
フ
ト
面
で
の


災
対
ࡦ
を
݉
Ͷ
߹
わ
せ
な

が
ら
今
後
の

ਫ
対
ࡦ
に
つ

い
て
や
っ
て
い
き
た
い
。
ま

た
ؔ

֤
՝
࿈
ܞ
を
ਤ
り
今

後
も
対
Ԡ
す
る
。

議
員　
今
回
の

࠭
ఫ
ڈ
毎

年
ཷ
ま
る
と
思
う
の
で
、
֬

実
な
ઃ
උ
が
で
き
る
ま
で
ଓ

け
て

き
た
い
。

৬
һ
の
ϝ
ϯ
λ
ϧ
ϔ

ϧ
ε
ର
ࡦ

問　
৬
員
の
ϝ
ン
タ
ϧ
に
ؔ

す
る
ٳ
৬
ऀ
、
ୀ
৬
ऀ
に
ؔ

す
る
ݪ
Ҽ
ڀ
明
は
、
さ
れ
ま

し
た
か
、
お
ฉ
か
せ
Լ
さ
い
。

西
坂
総
務
課
長

　

転
৬
ऀ
̑
名
、
ୀ
৬
ऀ
３

名
に
対
し
て
୲
当
՝
長
や
人

事
୲
当
ऀ
に
よ
る
面
ஊ
を
行

い
ཧ
༝
の
ௌ
取
や
Қ
ཹ
を
そ

の
੮
で
行
っ
て
い
る
。
ٳ
৬

ऀ
に
対
し
て
は
、
৺

的
な

ෆ
調
に
よ
る
ٳ
৬
と
い
う
こ

と
で
そ
の


面
ஊ
を
行
い

な
が
ら
、
ঢ়
گ
を

Ѳ
し
て

い
る
。

問　
ୀ
৬
ऀ
、
ٳ
৬
ऀ
以
֎

で

事
を
し
な
が
ら
通
Ӄ
し

て
い
る
৬
員
は
い
る
の
か
。

西
坂
総
務
課
長

　

ٳ
৬
後
の
通
Ӄ
ऀ
も

名

い
る
。

問　

ແ
ه
名
に
よ
る
Ξ
ン

έ
ー
ト
を
実
ࢪ
し
、
ݪ
Ҽ
が

あ
る
の
で
あ
れ

改
善
で
き

る
こ
と
は
改
善
し
、
৬
員
の

ಇ
き
や
す
い
৬

に
で
き
れ


と
思
う
が
。

西
坂
総
務
課
長

　

今
後
、
実
ࢪ
す
る
か
を
ߟ

え
た
い
。

ాத　ٛ　議һ

はࡦのਫ൙ཞର֗ࢢ
ɹݐઃ՝ɹଯੵ࠭ͷఫڈΛ͍ͯ͑ߟΔ

大井手川（甲南橋から上流）

Ұൠ࣭

鮎緑橋のたもとの水量計

　　　一般質問の動画をインターネットで配信しています。スマホの方はこちらから　 議会中継　甲佐町 検索 　https://www.town.kosa.kumamoto.jp
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Ұൠ࣭

問　
選
ڍ
期
ؒ
中
に
あ
る
政

ౘ
の
広
報
紙
に
本
路
線
の
ܭ

ը
に
つ
い
て
取
り
্
げ
ら
れ

て
い
た
ه
事
と
の

߹
性
に



点
あ
り
。
線
ܗ
は
ܾ

ま
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
道

路

උ
ܭ
ը
に
は
い
つ
ొ
ࡌ

さ
れ
た
の
か
。

志
戸
岡
建
設
課
長

　

線
ܗ
に
つ
い
て
は
、
地
ਤ

্
で
ࣔ
し
て
い
る
ϧ
ー
ト
Ҋ

で
あ
り
、
ج
本
調
ࠪ
や
ଌ
ྔ

も
ະ
実
ࢪ
で
ص
্
の
中
で
の

ϧ
ー
ト
で
ܾ
ま
っ
て
い
な
い
。

道
路

උ
ܭ
ը
に
ొ
ࡌ
さ
れ

た
࣌
期
は
、
平
成
27
年

の

道
路

උ
ܭ
ը
̑
Χ
年
ܭ
ը

に
ొ
ࡌ
さ
れ
て
い
る
。

問　
ޚ
ધ
町
に
ݐ
ઃ
す
る
෦

分
も
甲
佐
町
の
ෛ
୲
で
町
道

を
ݐ
ઃ
す
る
の
か
、
改
め
て

本
路
線
の
ܭ
ը
ࡦ
定
に
い

た
っ
た
経
Ң
を
。

奥
名
町
長

　

こ
の
݅
に
つ
い
て
は
、
過

ڈ
の
議
会
で
も
Ե
ঁ
橋
か
ら

ޚ
ધ
町
に
つ
な
が
る
道
路
の


උ
の
ܭ
ը
に
つ
い
て
࣭


を
い
た
だ
い
て
い
た
。
ܭ
ը

۠
ؒ
は
、
ޚ
ધ
町
に
な
る
が
、

甲
佐
町
と
し
て
も
本
路
線
を


උ
す
る
こ
と
で
多
く
の
ޮ

Ռ
が
期
待
で
き
る
。
ޚ
ધ
町

地

に
甲
佐
町
の
町
道
を


ら
せ
て
い
る
実
ྫ
も
あ
る
。

今
後
町
の
ߟ
え
方
と
し
て
、

熊
本
地
震
を
経
て
こ
の
路
線

が
非
ৗ
に
重
要
な

ׂ
を
Ռ

た
す
こ
と
も
ߟ
え
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
ޚ
ધ
町
の
震
災

復
興
ܭ
ը
に
ొ
ࡌ
さ
れ
た
と

ฉ
い
て
い
る
。
ޚ
ધ
町
と
の

ڠ
議
の
中
で
ਐ
め
て
い
く
こ

と
に
ม
わ
り
は
な
い
が
、
甲

佐
町
と
し
て
は
用
地
ങ
ऩ
を

含
め
た
側
面
的
な
ڠ
力
を
ੵ

ۃ
的
に
や
っ
て
い
き
た
い
。

問　
広
報
紙
に
よ
る
と
、
町

長
の
親

の
ॴ
༗

地
が
あ

り
、
将
来
の
開
発
を
見
ӽ
し

て
の
道
路
新
ઃ
で
は
な
い
の

か
な
ど
ٙ
೦
を
࣋
た
れ
る
จ

面
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
っ
き
り
と
町
長

の

を
町
民
に
ಧ
け
る

き

で
、
事
実
の
༗
ແ
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

奥
名
町
長

　

ࣗ
分
も
そ
の
ه
事
に

を

通
し
、
ࣗ
分
ࣗ

に
対
し
て
、

あ
る
い
は
ࣗ
分
の
Ո

に
対

し
て
そ
う
い
う

で
見
ら
れ

て
い
た
こ
と
を
非
ৗ
に

೦

に
思
う
。
こ
の

地
は
、
道

路
ܭ
ը
以
લ
に
ॴ
༗
を
し
て

い
た

地
で
あ
り
、
今
回
の

ܭ
ը
に
対
し
て
Կ
ら
ޡ
ղ
を

࣋
た
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
一


な
い
と
ߟ
え
る
。
そ
の


地
は
平
ୱ
で
あ
る
が
町
道
と

の
高

差
が
̑
̼
ఔ
あ
る
た

め
、
Φ
ー
ϓ
ン
Χ
ỽ
ト
で
の

工
事
し
か
で
き
な
い
。

っ

た

地
の
ར
用
Ձ

は

減

す
る
と
ߟ
え
る
。
こ
の
事
ۀ

を
ਪ
ਐ
す
る
に
あ
た
り
、
あ

く
ま
で
も
ڠ
力
ऀ
と
し
て


地
の
ങ
ऩ
に
は
Ԡ
じ
る
そ
う

い
っ
た
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
と

は
っ
き
り
こ
こ
で
明
ݴ
し
て

お
き
た
い
と
思
う
。


ࡂ
ҙ
ࣝ

্
の
Ұ


ͱ
し
て


ܭ
の

ઃ
ஔ

ॴ


問　
震

؍
ଌ
点
ઃ
ஔ
　

ॴ
の

උ
方
๏
、
震

発
ද

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

佐
々
木
く
ら
し
安
全
室
長

　

震

ܭ
は
、
地
震
動
を
ܭ

ଌ
す
る
η
ン
サ
ー
と
ܭ
ଌ
γ

ス
ς
Ϝ
で
構
成
さ
れ
る
。
こ

れ
ら
は
ؾ

ி
、
県
、

災

Պ
ֶ
ٕ
ज़
ݚ
ڀ
ॴ
等
が
全
ࠃ

に
ઃ
ஔ
し
て
お
り
、
甲
佐
町

は
県
が


ෑ
地
に
ઃ
ஔ
し

て
い
る
。
ؾ

ி
が
発
ද
す

る
震

は
、
こ
れ
ら
震

ܭ

で
؍
ଌ
し
た
σ
ー
タ
を
集
ੵ

し
発
ද
し
て
い
る
。
ै
っ
て

༳
れ
の
େ
き
さ
は
、
町

で

も
震
ݯ
地
の

ॴ
や
地
ܗ
等

で
ҟ
な
る
こ
と
が
あ
る
。

問�

震

ܭ
の
Ҡ
ઃ
ຢ
は
૿

ઃ
は
で
き
な
い
の
か
。

佐
々
木
く
ら
し
安
全
室
長

　

県
が

ཧ
す
る
震

ܭ
は
、

ج
本
的
に
֤
ࣗ
治
体
に
1
つ

で
あ
り
、
震

ܭ
の
新
ઃ
ٴ

ͼ
Ҡ
ઃ
は
可
能
で
あ
る
が
、

そ
う
な
る
と
町
の
අ
用
ෛ
୲

と
ػ
ց
ࣗ
体
の
ҡ
࣋

ཧ
が

ࠔ

と
な
る
こ
と
か
ら
現
在

の
と
こ
Ζ
ߟ
え
て
い
な
い
。

　

地
震
等
の
ඃ
害
を
最
খ
ݶ

に

え
る
に
は
ࣗ
ॿ
、
ڞ
ॿ
、

そ
し
て
ެ
ॿ
が
そ
れ
ͧ
れ


ׂ
を
Ռ
た
し
て
い
く
こ
と
が

େ
ม
重
要
で
あ
る
。
ࣗ
分
の


は
ࣗ
分
で
क
り
、
ࣗ
分
ୡ

の
地
Ҭ
は
ࣗ
分
ୡ
で
क
る
と

い
う
ߟ
え
を
࣋
ち
、
日
頃
か

ら
地
震
等
災
害
に
උ
え
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

ా　ਫ਼ࢠ　議һ

（Ծশ）Եঁޚڮધઢのಓ࿏৽ઃܭըは
ɹொɹޚધொͷࡂ෮ܭڵըʹొ͞ࡌΕͯ
ɹɹɹɹ͓Γଆ໘͔Βྗڠ

役場中庭に設置してある
計測震度計本体

計測震度表示器

� 一般質問の動画をインターネットで配信しています。スマホの方はこちらから　 議会中継　甲佐町 検索 　https://www.town.kosa.kumamoto.jp　　　
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Ұൠ࣭

問　
ࠃ
交
ল
の
市
֗
地
ӷ
ঢ়

化
対
ࡦ
ਪ
ਐ
Ψ
イ
μ
ン
ス
に

よ
る
と
、「
ӷ
ঢ়
化
対
ࡦ
事

ۀ
ܭ
ը
の
ࡦ
定
に
あ
た
っ
て

は
、
ӷ
ঢ়
化
に
よ
る
ඃ
害
実

ଶ
な
ど
の

Ѳ
、
ӷ
ঢ়
化
の

発
生
ϝ
Χ
χ
ζ
Ϝ
の
֬
ೝ
・

ղ
ੳ
等
の
֤
ࣾ
会
ج
൫
ࢪ
ઃ

等
に
ڞ
通
す
る
ٕ
ज़
的
事
߲

に
つ
い
て
、
ӷ
ঢ়
化
対
ࡦ
ݕ

౼
委
員
会
を
ઃ
ஔ
し
ҙ
見
を

ฉ
く
こ
と
が
重
要
」
と
あ
る

が
、
甲
佐
町
に
お
い
て
は
、

対
ࡦ
ݕ
౼
委
員
会
は
ઃ
ஔ
さ

れ
て
い
な
い
。
ઃ
ஔ
さ
れ
て

い
な
い
ཧ
༝
は
Կ
か
。

志
戸
岡
建
設
課
長

　

ઃ
ஔ
し
な
か
っ
た
۩
体
的

ཧ
༝
と
し
て
、
ӷ
ঢ়
化
対
ࡦ

の
中
で
ॅ
民
に
ෛ
୲
が
少
な

い
工
๏
で
あ
る
地
Լ
ਫ
Ґ


Լ
工
๏
が
ࣳ
ݪ
地
۠
に
は
༗

ޮ
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
地

࣭
の
調
ࠪ
等
か
ら
ಘ
ら
れ
た


報
と
ซ
せ
て

地
へ
の
Ө

ڹ
が
少
な
い
こ
と
、
早
ٸ
に

災
害
復
旧
工
事
を
す
る
こ
と

で
ݕ
౼
委
員
会
の
ઃ
ஔ
は
し

て
い
な
い
。

議
員　
ӷ
ঢ়
化
対
ࡦ
工
事
が

ऴ
了
し
て
も
、
地
Լ
ਫ
が


定
通
り

Լ
で
き
て
い
る
か
。

ま
た
、
地
൫

Լ
に
よ
る
Ո


へ
の
Ө
ڹ
が
生
じ
て
い
な

い
か
等
、
一
定
期
ؒ
Ϟ
χ
タ

Ϧ
ン
ά
調
ࠪ
を
し
て
、
ޮ
Ռ

に
つ
い
て
֬
ೝ
す
る
必
要
が

あ
る
。
こ
の
ݕ
ূ
は
、
ӷ
ঢ়

化
の
ϝ
Χ
χ
ζ
Ϝ
や
対
ࡦ
工

๏
に
つ
い
て
ݕ
౼
し
て
き
た

ݕ
౼
委
員
会
で
ݕ
౼
す
る
こ

と
が
重
要
と
ߟ
え
る
。
ෳ


の
ֶ
ࣝ
経
ݧ
ऀ
の
ݕ
ূ
や
ҙ

見
が
必
要
と
思
う
。


ࣄ
ޙ
の

൫

Լ


の
ඃ

に
ର
す
Δ

ิ
ঈ


問　
ӷ
ঢ়
化
対
ࡦ
工
事
後
の

地
൫

Լ
等
の
ඃ
害
に
対
す

る
団
地
ॅ
民
に
対
す
る
ิ
ঈ

は
。

志
戸
岡
建
設
課
長

　

ӷ
ঢ়
化
対
ࡦ
工
事
に
よ
り

ݐ

等
に
ඃ
害
が
生
じ
た


߹
に
は
、
工
事
と
の
Ҽ
Ռ
ؔ


を
調
ࠪ
す
る
。
そ
れ
で
、

ެ
ڞ
工
事
に
よ
る
地
൫
ม
動

や
ݐ

に
ଛ
害
が
生
じ
た


߹
に
は
、
工
事
の
日
か
ら
̍

年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に


ٻ
が
あ
っ
た

߹
に
ݶ
り
ิ

ঈ
を
す
る
。

ࢠ
Ͳ

ҩ
ྍ
අ
ॿ

ỏ

18
ࡀ



ま
Ͱ
に

Ҿ
͖
্
͛
を

問　
子
ど
も
ҩ
ྍ
අ
ॿ
成
に

つ
い
て
、
ീ

市
や
্
ఱ


市
で
18
ࡀ
年


ま
で
に
Ҿ

き
্
げ
る
と
の
報
道
が
あ
っ

て
い
る
。
県

市
町
ଜ
の
子

ど
も
ҩ
ྍ
අ
ॿ
成
の
実
ࢪ
ঢ়

گ
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

北
野
福
祉
課
長

　

平
成
29
年
10
月
1
日
現
在

の
県

の
ঢ়
گ
は
、
熊
本
市

が
খ
ֶ
ߍ
３
年
生
ま
で
を
中

ֶ
３
年
生
ま
で
に
Ҿ
き
্
げ

て
い
る
。
ま
た
、
খ
ࠃ
町
、

南
খ
ࠃ
町
、

ಸ

町
が
中

ֶ
３
年
生
か
ら
高
ߍ
３
年
生

ま
で
に
Ҿ
き
্
げ
て
い
る
。

高
ߍ
３
年
生
ま
で
が
18
市
町

ଜ
と
な
っ
て
い
る
。

問　
県

45
市
町
ଜ
の
ঢ়
گ

は
、
15
ࡀ
ま
で
が
60
ˋ
、
18

ࡀ
ま
で
が
40
ˋ
、
こ
れ
に
ീ


市
と
্
ఱ

市
を
加
え
れ


18
ࡀ
ま
で
は
44
・
̐
ˋ
と

な
る
。

　

子
ҭ
て
ࢧ
ԉ
を
ڧ
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
ࣗ
治
体
が
生
き

Ԇ
ͼ
る
か
ど
う
か
に

る
重

要
な
政
ࡦ
で
あ
る
こ
と
を
、

そ
れ
ͧ
れ
の
ࣗ
治
体
は
ॆ
分

ଊ
え
て
い
る
と
思
う
。

　

こ
の
ঢ়
گ
に
つ
い
て
、
町

長
は
ど
う
思
わ
れ
る
か
。

奥
名
町
長

　

今
後
の
方
ࡦ
と
し
て
、
ఏ

ݴ
は
十
分
わ
か
る
が
、
震
災

後
の
実
࣭
的
な
一
ൠ
ࡒ
ݯ
の

ෛ
୲
は

７
ԯ
ԁ
と
な
っ
て

い
る
。
そ
う
い
う
ঢ়
گ
が
ࡒ

政
的
に
は
あ
る
。
子
ҭ
て
ࢧ

ԉ
・
定
ॅ
政
ࡦ
、
そ
れ
か
ら

復
興
、
い
Ζ
ん
な
こ
と
を
૯

߹
的
に

அ
し
な
け
れ

な

ら
な
い
が
、
現
ஈ
֊
に
お
い

て
は
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復

興
を
ୈ
一
に
ߟ
え
て
い
き
た

い
。

佐　҆य़　議һ

ӷঢ়Խରݕࡦ౼ҕһ会のઃஔは
ɹݐઃ՝ɹૣࣄʹٸΛ͢ΔͨΊઃஔͯ͠
ɹɹɹɹɹɹ͍ͳ͍

芝原液状化対策工事の様子

　　　一般質問の動画をインターネットで配信しています。スマホの方はこちらから　 議会中継　甲佐町 検索 　https://www.town.kosa.kumamoto.jp
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Ұൠ࣭

問　
（
Ծ
শ
）
町
道
Ե
ঁ
橋

ޚ
ધ
線
は
、
ޚ
ધ
町
Ҭ

に

町
道
を
ݐ
ઃ
す
る
と
い
う
ܭ

ը
だ
が
、
こ
れ
ま
で
ࢍ
൱
に

つ
い
て
議

が
交
わ
さ
れ
て

き
た
。
ࡢ
年
の
12
月
議
会
で

は
、

田
議
員
が
「
当
初
こ

の
路
線
は
甲
佐
町
で

උ
す

る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
今
後

ど
う
な
る
の
か
」
と
い
う
࣭


が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、

町
長
は
「
こ
の
路
線
は
ޚ
ધ

町
の
震
災
復
興
ܭ
ը
に
ొ
ࡌ

さ
れ
て
お
り
、
ޚ
ધ
町
で
事

ۀ
化
さ
れ
れ

、
用
地
ങ
ऩ

で
ڠ
力
し
た
い
」
と

ห
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
の
発
ݴ
の
ਅ
ҙ
を
再


ਘ
Ͷ
た
い
。
こ
の
事
ۀ
は
ޚ

ધ
町
が
す
る
か
ら
町
は
し
な

く
て
よ
く
な
っ
た
、
全
く
町

は
経
අ
を
ग़
さ
な
い
、
工
事

は
し
な
い
と
取
っ
て
い
い
の

か
。

奥
名
町
長

　

ޚ
ધ
町
の
震
災
復
興
ܭ
ը

に
す
で
に
ొ
ࡌ
さ
れ
て
い
る

の
で
、
あ
え
て
甲
佐
町
ओ
体

で
事
ۀ
を
す
る
必
要
性
は
な

い
。
経
අ
的
な
こ
と
は
、
ޚ

ધ
町
が
ओ
体
に
な
れ

、
町

か
ら


的
な
経
අ
を
ग़
す

こ
と
は
な
い
と
思
う
。
た
だ
、

町
の
地
ݖ
ऀ
が

多
く
い
る

の
で
、
用
地
ങ
ऩ
に
つ
い
て

は
ੵ
ۃ
的
に
ڠ
力
し
た
い
。

ࠃ
อ
の
ࡒ

ӡ
Ӧ


問　
ࠃ
อ
は
ඃ
用
ऀ
อ
ݥ
を

আ
く
ެ
的
ҩ
ྍ
อ
ݥ
੍

で
、

加
ೖ
ऀ
は
年
ۚ
生
活
ऀ
、
ࣦ

ۀ
ऀ
、
非
ਖ਼
ن
ޏ
用
ऀ
、
ࣗ

Ӧ
ۀ
な
ど
の
方
が
加
ೖ
し
て

い
る
ҩ
ྍ
อ
ݥ
੍

で
、
ॴ

ಘ
の

い
方
も
多
い
。
し
か

し
、
อ
ݥ
੫
は
ڠ
会
݈
อ
や

ެ

員
ڞ
ࡁ
、
組
߹
ڞ
ࡁ
と

ൺ

る
と
は
る
か
に
高
く

な
っ
て
い
る
。

　

ॴ
ಘ
２
̑
̌
ສ
ԁ
、
40



්
、
খ
ֶ
生
・
中
ֶ
生
֤

一
人
の
̐
人
Ո

の

߹
ࠃ

อ
は
、
ڠ
会
݈
อ
の
２
・
̍

ഒ
、
ެ

員
ڞ
ࡁ
の
２
・
29

ഒ
と
ෛ
୲
は
େ
ม
େ
き
い
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
事
ଶ
に
、
全
ࠃ

知
事
会
や
市
長
会
、
町
ଜ
長

会
も
ࠃ
に
ղ
ܾ
を
ٻ
め
て
い

る
。
知
事
会
は
、
ެ
අ
̍
ஹ

ԁ
の
投
ೖ
で
ڠ
会
݈
อ
ฒ
み

の
ෛ
୲

に
し
、
ඃ
用
ऀ
อ

ݥ
と
の
֨
差
是
ਖ਼
を
ٻ
め
て

い
る
。

　

ࠃ
อ
の

道

県
化
に

よ
っ
て
今
後
の
ࡒ
政
ӡ
Ӧ
は

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

奥
村
住
民
生
活
課
長

　

ࠃ
民
݈
߁
อ
ݥ
੍

改
ਖ਼

に

い
、
本
年

̐
月
か
ら
、

県
が
ࠃ
อ
の
ࡒ
政
ӡ
Ӧ
の



ओ
体
と
な
り
、
県
と
市
町

ଜ
と
の
ڞ
ಉ
ӡ
Ӧ
が
ス
タ
ー

ト
し
て
い
る
。
今
年

、
ࠃ

อ
会
ܭ
の
ࡀ
ೖ
現
ۚ
に
ෆ


を
生
じ
る
こ
と
は
な
く
、
ॱ

調
な
ࡒ
政
ӡ
Ӧ
が
行
わ
れ
て

い
る
。

　

現
࣌
点
で
の
平
成
30
年


ࠃ
อ
特
別
会
ܭ
の
ܾ
ࢉ
見
込

み
は
̑
ઍ
ສ
ԁ
ఔ
の
༨

ۚ

が
生
じ
る
ࢼ
ࢉ
と
な
っ
て
い

る
。

　

ࡒ
政
ӡ
Ӧ
の
見
通
し
は
、

県
と
市
町
ଜ
が
一
体
と
な
っ

て
ࠃ
อ
の
事
ۀ
ӡ
Ӧ
を
実
ࢪ

し
て
い
く
こ
と
で
、
ࡒ
政
ӡ

Ӧ
に
お
け
る
ෆ
安
は
ղ
ফ
さ

れ
て
い
く
も
の
と
ߟ
え
て
い
る
。

ࠃ
อ

の
๏
ఆ
֎
܁

Γ
ೖ
Ε
の
ฦ
ೲ
に
ͭ

い
て

問　
ࡢ
年
12
月
議
会
で
は
、

過
ڈ
の
一
ൠ
会
ܭ
か
ら
ࠃ
อ

へ
の
๏
定
֎
܁
り
ೖ
れ
の
ฦ

ೲ
を
ܾ
め
た
が
、
す
で
に
ܾ

ࢉ
が
ࡁ
ん
で
̐
年
も
た
っ
て

お
り
、
ࠃ
อ
ੈ
ଳ
の
ෛ
୲
の

େ
き
さ
、
ݫ
し
さ
を
ߟ
え
る

と
、
町
は
加
ೖ
ऀ
の
ෛ
୲
ܰ

減
、
ま
た
、
加
ೖ
ऀ
の
݈
߁

อ
࣋
・
૿
ਐ
の
た
め
に
生
か

す

き
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

奥
名
町
長

　

ࠃ
民
݈
߁
อ
ݥ
ྉ
は
、
県

へ
の
Ҡ
行
લ
に
ൺ

る
と
Լ

が
っ
て
お
り
、
新
年

の
੫


に
つ
い
て
も
据
え
ஔ
い
た

と
こ
Ζ
で
の
ࡒ
政
ӡ
Ӧ
が
可

能
と

அ
し
て
い
る
。
あ
え

て
、
一
ൠ
会
ܭ
に
ฦ
し
た
ج

ۚ
に
つ
い
て
は
อ
ݥ
ྉ
Ҿ
き

Լ
げ
に
ॆ
当
す
る
ߟ
え
は
現

在
思
っ
て
い
な
い
。

Ҫࢠ·͠۔　議һ

ʮಓ࿏උ̑Χ年ܭըʯԵঁޚڮધઢ（Ծশ）
はதࢭΛすΔの͔
ɹொɹொओମͰۀࣄΛ͢Δඞཁੑͳ͍

（仮称）乙女橋御船線予定地

� 一般質問の動画をインターネットで配信しています。スマホの方はこちらから　 議会中継　甲佐町 検索 　https://www.town.kosa.kumamoto.jp　　　
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Ұൠ࣭

問　
少
子
高
齢
化
が
ਐ
Ή
中

本
町
の
交
通
ऑ
ऀ
へ
の
対
Ԡ

は
。

一
圓
企
画
課
長

　

ެ
ڞ
交
通
は
、
町
Ӧ
ό
ス
、

民
ؒ
ό
ス
が
あ
る
。
交
通
ऑ

ऀ
対
ࡦ
と
し
て
ӡ
行
ܗ
ଶ
の

見

し
や
ར
用
ऀ
ଅ
ਐ
の
ݕ

౼
を
す
る
よ
う
に
ୈ
̒
࣍
૯

߹
ܭ
ը
に
ه
ࡌ
し
て
い
る
。

町
全
体
の
ެ
ڞ
交
通
の
再
構

ங
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

問　
町
Ӧ
ό
ス
の
ӡ
行
を
田


地
۠
ま
で
ϧ
ー
ト
ม
ߋ
で

き
な
い
か
。

一
圓
企
画
課
長

　

本
町
の
ެ
ڞ
ެ
通
は
େ
ม

ݫ
し
い
ঢ়
گ
に
あ
る
。
近
年

प
ล
の
市
町
で
将
来
の
ܭ
ը

的
な
ެ
ڞ
交
通
を
ҡ
࣋
す
る

た
め
地
Ҭ
ެ
ڞ
交
通

ܗ
成

ܭ
ը
と
い
う
も
の
が
作
成
さ

れ
て
い
る
。
本
町
に
お
い
て

も
非
ৗ
に
େ

な
ܭ
ը
と
ೝ

ࣝ
し
て
お
り
、
来
年

に
ެ

ڞ
交
通
の
ج
ૅ
調
ࠪ
を
行
い

今
後
の
方

性
を
ܾ
め
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
そ
の
中
で

町
Ӧ
ό
ス
の
Ԇ
৳
に
つ
い
て

も
ݕ
౼
し
て
い
く
。

問　
݈
߁
૿
ਐ
๏
の
一
෦
改

ਖ਼
す
る
๏

で
望
ま
な
い
ड

動
٤
Ԏ
の

止
を
ਤ
る
た
め

に
、
本
年
７
月
̍
日
よ
り


ެ
ி
で
の
ෑ
地

ݪ
ଇ
ې
Ԏ

に
な
る
が
、

֎
で
ड
動
٤

Ԏ
を

止
す
る
た
め
に
必
要

な
ા
ஔ
が
と
ら
れ
た

ॴ
に

٤
Ԏ

ॴ
を
ઃ
ஔ
で
き
る
と

あ
る
が
本
町
で
の
対
Ԡ
は
。

西
坂
総
務
課
長

　

ୈ
̍
छ
ࢪ
ઃ
で
あ
る
行
政

ػ
ؔ
に
お
い
て
は
、
ड
動
٤

Ԏ
に
よ
り
݈
߁
を
ଛ
な
う
お

そ
れ
が
高
い
も
の
が
ར
用
す

る
ࢪ
ઃ
で
あ
る
か
ら
特
定


֎
٤
Ԏ

ॴ
を
ઃ
ஔ
す
る
こ

と
を
ਪ

す
る
も
の
で
は
な

い
こ
と
を
十
分
ཹ
ҙ
さ
れ
た

い
と
通
知
が
き
て
い
る
。

　

本
町
で
の
対
Ԡ
は
、
平
成

31
年

予
ࢉ
に
ࢪ
ઃ
の
ઃ
ஔ

අ
用
を
ܭ
্
し
て
い
る
。

　

今
後
の
県

の
֤
ࣗ
治
体

の
ঢ়
گ
を
ݕ
౼
し
、
７
月
̍

日
の
๏
ࢪ
行
લ
ま
で
に
十
分

ڠ
議
を
し
た
্
で
ਐ
め
て
い

き
た
い
。


ಓ
͔
Β
町
ಓ
に
֨

্
͛


問　

道
か
ら
町
道
へ
の
֨

্
げ
は
今
ま
で
あ
る
の
か
。


道
と
し
て
の
ར
用
よ
り
も

生
活
道
路
と
し
て
の
ར
用
が

多
い

道
も
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

志
戸
岡
建
設
課
長

　

地
Ҭ
か
ら
の
要
望
で
町
道

の
要
݅
に
߹
க
し
た
路
線
、


道
と
し
て

උ
さ
れ
た
団

体
Ӧ

道
事
ۀ
や
ะ


උ

し
た
道
路
が
あ
る
。
近
年
で

は
、
広
Ҭ

道
の
Ե
ঁ
େ


ਫ
線
を
町
道
ધ

্
早

線

と
し
て
ೝ
定
し
て
い
る
。

岡
本
農
政
課
長

　


道
を
生
活
道
路
と
し
て

の
ར
用
は
あ
る
と
思
う
が
۩

体
的
な

は

Ѳ
で
き
て
い

な
い
。

問　

道
か
ら
町
道
へ
֨
্

げ
す
る
た
め
に
は
。

志
戸
岡
建
設
課
長

　

町
道
ೝ
定
の
要
݅
は
、
ॅ

民
の
生
活
に

結
し
た
道
路

で
あ
り
、
地
Ҭ
ࣾ
会
の
実


に
߹
க
し
た
も
の
が
望
ま
し

く
、
集
མ
と
か
ެ
道
に
࿈
བྷ

し
て
い
る
道
路
、
ެ
ڞ
ࢪ
ઃ

に
࿈
བྷ
し
て
い
る
道
路
、
道

路
の
Ԋ
線
に
ॅ

が
あ
り
道

路
の
Ԇ
長
が
̍
̌
̌
̼
以
্

で
あ
る
こ
と
な
ど
の
要
݅
を

උ
え
た
も
の
を
৹
議
す
る
。

ത　議һ　ాߥ

ަ௨ऑऀのରԠは
ɹاը՝ɹொશମͷެަڞ௨ͷߏ࠶ங͕
ɹɹɹɹɹɹඞཁ

昭和47年から運行を行っている
町営バス（このバスは７台目）

݈
߁
૿
ਐ
๏
の
Ұ
෦
վ
ਖ਼
に
ͭ
い
て

ி
ࣷ
Ͱ
の

֎
٤
Ԏ

ॴ

ݝ

ࣗ
࣏
ମ
ର
Ԡ
を
ߟ

ྀ
し
ͨ
্
Ͱ
ݕ
౼
す
Δ

　　　一般質問の動画をインターネットで配信しています。スマホの方はこちらから　 議会中継　甲佐町 検索 　https://www.town.kosa.kumamoto.jp
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Ұൠ࣭

問　
町
長
の
Ϛ
χ
フ
ェ
ス
ト

40
߲

で
、
実
行
さ
れ
て
い

る
も
の
が
େ
多

あ
る
が
、

震
災
と
ਫ
害
へ
の
対
Ԡ
に


わ
れ
て
、
当
初
の
ܭ
ը
に
Ө

ڹ
が
な
か
っ
た
の
か
。

奥
名
町
長

　

熊
本
地
震
と
߽
Ӎ
の
災
害

対
Ԡ
に
つ
い
て
は
、
発
災


後
か
ら
ආ

ॴ
の
ӡ
Ӧ
、
ඃ

害
ೝ
定
の
調
ࠪ
、
り
災
ূ
明

ॻ
の
発
行
、
Ծ
ઃ
ॅ

の
ݐ

ઃ
、
ެ
අ
ղ
体
な
ど
、
ඃ
災

ऀ
の
ࢧ
ԉ
に
多
く
の
ؔ

ऀ

の
皆
様
方
の
ࢧ
ԉ
と
努
力
に

よ
り
、
県

で
も
い
ち
早
く
、

ଞ
の
ࣗ
治
体
に
先
ۦ
け
て
事

ۀ
実
ࢪ
が
で
き
た
。

　

災
害
対
Ԡ
を
༏
先
さ
せ
た

た
め
、
新
ن
事
ۀ
の
ݕ
౼
、

事
ۀ
ண
ख
に
つ
い
て
は
、
Ԇ

৳
し
た
も
の
も
あ
る
。

問　
創

的
な
復
興
と
は
、

۩
体
的
に
は
Կ
を
ࢦ
し
て
い

る
の
か
。

奥
名
町
長

　

地
方
創
生
を
見
据
え
た
復

興
を

ࢦ
し
て
災
害
ެ
Ӧ
ॅ


、
子
ҭ
て
ࢧ
ԉ
ॅ

、


災
ެ
Ԃ
、
安

橋
の
্
流
の

૯
߹
ӡ
動
ެ
Ԃ
の

උ
を
行

う
。

　

県
Ӧ
事
ۀ
で
は
、
田
口
橋

の
改
修
が
あ
り
、
୯
७
に

̐
・
̑
̼
を
７
̼
に
広
げ
る

だ
け
で
は
な
く
、
白
旗
地
۠

に
お
け
る
平
面
交
差
は
、
今

後
の
甲
佐
町
の
活
性
化
の
ҙ

ຯ
で
も
、
期
待
を
す
る
改
修

工
事
で
あ
る
。

問　
町
長
は
３
期
12
年
の
૯

ׅ
を
さ
れ
て
い
る
が
、
来
期

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
ߟ

え
て
い
る
の
か
。

奥
名
町
長

　

政
ࡦ

ඪ
に
対
す
る
ୡ
成


に
つ
い
て
は
、
ෆ
十
分
で

あ
り
、
ੵ
み

し
た
Ҋ
݅
も

多
く
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
Թ
め
て
き
た
政
ࡦ
が
町
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
事
ۀ
に

も
、
ҙ
欲
を
࣋
っ
て
望
み
た

い
、
そ
う
い
う
ؾ
࣋
ち
も
ڧ

く
࣋
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

の
創

的
復
興
と
あ
わ
せ
て
、

来
る
町
長
選
ڍ
、
̐
期

の

立
ީ
ิ
の
ܾ
ҙ
を
ද
明
す
る
。

議
һ
ఆ


ݮ

問　
以
લ
議
員
定


減
を

行
っ
た
当
࣌
の
議

、
ߟ
え

方
が
ど
う
い
っ
た
も
の
だ
っ

た
の
か
。

奥
名
町
長

　

ޚ
ધ
町
と
の
߹
ซ
ڠ
議
が


わ
ͣ
、
ࠃ
が
ਐ
め
る
ࡾ
Ґ

一
体
の
改
ֵ
に
よ
っ
て
、
地

方
交

੫
は
େ
෯
に

減
さ

れ
、
議
会
も
ࣥ
行
෦
と
一
体

と
な
っ
て
ࡒ
政
改
ֵ
に

け

て
、
議
会
ࣗ
ら
が
努
力
す
る

義

が
あ
る
と
い
う
झ
ࢫ
で

定


減
に
ࢸ
っ
た
。

　

定

も
、
16
名
か
ら
12
名

に
、
̐
名
の

減
を
行
っ
た

ࠜ
ڌ
に
つ
い
て
は
、
当
࣌
、

議
員
の
定

に
つ
い
て
は
ઍ

人
に
̍
人
と
い
う
よ
う
な
ߟ

え
方
が
あ
っ
て
12
名
と
い
う


ࣈ
が
ग़
て
き
た
。

問　
定


減
は
、
当
࣌
の

ࡒ
政
ঢ়
گ
と
今
の
ࡒ
政
ঢ়
گ

を
ൺ
ֱ
し
た
্
で
、
議

す


き
。

西
坂
総
務
課
長

　

平
成
28
年
̐
月
の
熊
本
地

震
、
̒
月
の
߽
Ӎ
災
害
の
Ө

ڹ
に
よ
り
、
中
期
ࡒ
政
見
通

し
で
は
、
平
成
34
年

に
は

ࡒ
政
調

ج
ۚ
の

高
は
２

ԯ
̑
ઍ
ສ
ԁ
ま
で
減
少
し
、

行
ֵ
લ
の
ࡒ
政
再
ݐ
団
体
転

མ
と
い
う
こ
と
も
ة
ዧ
さ
れ

る
よ
う
な
ঢ়
گ
に
な
っ
て
い

る
。

問　
̐
年
後
の
人
口
の
見
込

み
は
ど
れ
く
ら
い
と
ߟ
え
て

い
る
の
か
。

一
圓
企
画
課
長

　

̍
ສ
人
લ
後
と
ߟ
え
て
い

る
。

問　
定


減
を
ఏ
Ҋ
し
た

い
と
ߟ
え
て
い
る
が
、
町
長

に
お
ئ
い
を
し
た
い
の
は
、

町
民
は
ど
う
ߟ
え
て
い
る
の

か
、
ྫ
え

۠
長
会
あ
た
り

に
ࢾ

し
て
み
て
は
ど
う
か
。

奥
名
町
長

　

過
ڈ
に
実
ࢪ
さ
れ
て
き
た


ྫ
改
ਖ਼
に
お
き
ま
し
て
は
、

議
員
か
ら
発
議
が
な
さ
れ
て
、

定

の
改
ਖ਼
、

ྫ
改
ਖ਼
が

行
わ
れ
て
き
た
と
い
う
経
Ң

が
あ
る
。
議
員
皆
さ
ん
方
に


அ
を
委
Ͷ
た
い
。

ຊా　৽　議һ

ொϚχϑΣετのࡂのӨڹは
ɹொɹࡂରԠΛ༏ઌͤͨ͞

完成が待ち遠しい「田口橋」
（田口側上流から）

� 一般質問の動画をインターネットで配信しています。スマホの方はこちらから　 議会中継　甲佐町 検索 　https://www.town.kosa.kumamoto.jp　　　
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①西寒野打越線（東寒野公民館前付近）
②災害公営住宅・子育て支援住宅とともに整備が進む
防災公園
③安津橋総合運動公園（仮称）

平成30年第1回臨時会（1月15日）の審議結果
区分 議　　　案 概　　　要 審議結果

議案１号
工事請負契約の締結について 町道西寒野打越線寒野新橋下部工工事に

関する契約締結
可　決

議案２号
工事請負契約の締結について 甲佐地区都市公園整備工事に関する契約

締結
可　決

議案３号
工事請負契約の締結について 安津橋総合運動公園（仮称）サッカーエ

リア照明設備工事に関する契約締結
可　決

平成30年第2回臨時会（3月1日）の審議内容
○議長の選挙○副議長の選挙○常任委員会委員の選挙○議会運営委員会委員の選挙○政治倫理審委員の選任
○御船地区衛生施設組合の組合議会議員の選挙○御船町甲佐町衛生施設組合の組合議会議員の選挙○上益城
消防組合の組合議会議員の選挙○上益城広域連合の連合議会議員の選挙○熊本県後期高齢者医療広域連合の
連合議会議員の選挙○同意第1号　甲佐町監査委員の選任同意　　以上の審議結果については２ページ、３
ページをご覧ください。

平成30年第3回臨時会（3月28日）の審議結果
区分 議　　　案 概　　　要 審議結果

議案26号
工事請負契約の変更について 平成28年熊本地震に伴う芝原地区液状化

対策工事の変更契約（増額・工期の延長）
に関する契約締結

可　決

議案27号
工事請負契約の変更について 安津橋総合運動公園（仮称）サッカーエ

リア人工芝整備工事の変更契約（増額・
工期の延長）に関する契約締結

可　決

① ②

③
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先
日
、
甲
佐
町
議
会
議
員
の
投
票
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
特
徴

的
だ
っ
た
の
は
多
く
の
新
人
議
員
さ
ん
が
当
選
さ
れ
た
事
だ
と
思

い
ま
す
。

　

新
し
い
議
員
さ
ん
が
当
選
さ
れ
る
と
い
う
事
は
、
甲
佐
町
は
新

旧
含
め
て
色
々
な
個
人
・
団
体
が
活
発
に
動
い
て
い
た
の
だ
と
感

じ
ま
す
。

　

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
昔
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る

初
市
や
あ
ゆ
ま
つ
り
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
最
近
に
な
っ
て
開
催
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
や
甲
佐
蚤
の
市
な
ど
が
あ
り
、
新
旧
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
う
い
う
イ
ベ
ン
ト
や
団
体
等
は
ま
だ
点
と
し
て
存

在
し
て
い
る
だ
け
で
、
本
来
の
力
や
魅
力
を
十
分
に
発
揮
し
て
い

る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

　

十
分
な
魅
力
を
発
揮
す
る
に
は
、
こ
の
点
を
繋
げ
て
線
に
し
、

そ
し
て
さ
ら
に
面
と
し
て
発
展
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

個
人
等
で
活
動
さ
れ
て
い
る
方
々
も
お
ら
れ
る
の
で
、
そ
こ
を

甲
佐
町
や
商
工
会
な
ど
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
広
げ
て
い
く
事
が
今
後

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

是
非
と
も
甲
佐
町
議
会
議
員
の
皆
様
に
お
い
て
は
、
イ
ベ
ン
ト

や
団
体
に
参
加
し
触
れ
る
事
に
よ
っ
て
、
甲
佐
町
に
必
要
な
パ

ワ
ー
を
後
押
し
し
て
い
た
だ
け
る
と
、
今
後
素
晴
ら
し
い
甲
佐
町

に
な
る
可
能
性
を
秘
め
る
パ
ワ
ー
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

人
口
減
や
少
子
高
齢
化
な
ど
田
舎
の
将
来
に
は
暗
雲
が
立
ち
込

め
て
お
り
ま
す
が
、
対
立
で
は
な
く
調
和
そ
し
て
発
展
と
甲
佐
町

を
明
る
く
し
て
欲
し
い
で
す
。

　

２
月
に
行
わ
れ
た
改
選
に
よ
り
、

議
会
広
報
特
別
委
員
会
も
新
た
な

構
成
と
な
り
、
新
委
員
７
名
で
編

集
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
議
会
を
よ
り

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
今
後
と

も
分
か
り
や
す
く
親
し
み
や
す
い

議
会
広
報
作
成
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

さ
て
、
熊
本
地
震
発
災
か
ら
３

年
が
経
過
し
、
復
旧
期
か
ら
復
興

期
へ
の
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

「
創
生
を
見
据
え
た
復
興
」
の
実

現
に
、
行
政
、
議
会
が
一
丸
と
な

り
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。�

（
甲
斐
高
）
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※令和元年第２回（６月）定例会は、６月７日開会の予定です。

町
民
の
声

新
し
い
風
と
甲
佐
町

糸
田
区
　
平
野
　
令
司

௨行ࢭΊがଓい
ている田口橋
（乙女側）

こ
の
議
会
だ
よ
り
〝
清
流
〟
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

甲
佐
町
　
　
議
会
だ
よ
り
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1
9
年
6
月
3
日
発
行

ฏ໘ަࠩが予定
͞Εている田口
橋（നض側）

　

熊
本
地
震
以
降
、
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
る
田
口
橋
。

　

災
害
復
旧
工
事
は
８
月
頃
に
工
事
が
完
了
す
る
見
込
み
で
、

一
日
も
早
い
通
行
再
開
が
望
ま
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
後
に
は
、
県
道
嘉
島

甲
佐
線
（
白
旗
側
）
の
道
路
改
良
を
行
い
、
田
口
橋
と
は
平

面
で
の
交
差
点
に
な
る
予
定
で
あ
り
、
熊
本
市
と
県
南
を
結

ぶ
重
要
路
線
に
な
る
と
と
も
に
、
甲
佐
町
の
活
性
化
に
も
期

待
さ
れ
る
。

８
月
に
工
事
完
了
予
定

災
害
復
旧
後
に
は
、
県
道
嘉
島
甲
佐
線
と
の
平
面
交
差
も

町
民
の
皆
様
の
議
会
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。


